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景況実感調査(2016年８月)特記事項 
 

毎月、景況実感調査にご協力頂きましてありがとうございます。集計結果は別紙にてお

送りしましたが、今月もたくさんのコメントを頂きましたのでお送りします。ご査収下

さい。 

[お断り]毎月のコメントはあくまで個々の“生の声”です。業界全体の標

準的見解とは、若干異なる場合もあります。また、不適当な表現やわかり

にくい表現については書き直しております。信用問題にかかわるものも原

則として掲載しておりません。 

 

 

薄板・表面処理鋼板 

① 各需要業界で盛り上がりは無く、依然として厳しい状況が続いているが、夏休み明

け後、若干引合いが増えてきたような感触はある。大型倉庫関連に需要増が見込ま

れることや、ここにきてスクラップ価格の上昇も見られることから、コイルセンタ

ーの採算改善が期待できる。 

② 下期は自動車、建築関連の需要回復が期待されているが、足下ではまだ兆しが見え

ないため、メーカー値上げ分を転嫁できない状況だ。 

③ 実稼働日は１９日ながら、配送可能日は１８日となり、対前月２日減の中、物件対

応案件も重なり売上、数量ともに１５％近い増加となった。９月中旬まで、引き続

き複数物件が納期を迎えるので、７～９月期は増収増益となりそう。１０月以降は

不透明ながらオリンピック関連や下期型従来品も出て来ると期待している。メーカ

ーの売り姿勢も大崩れはなさそうなので、実需が出て来れば下期のムードも好転す

るはずだ。 

 

 

中板・厚板 

①  大手ユーザーの休みが長く、その期間の受注量が大きく減ったことが影響した。量

がまとまらず苦戦の月であった。 

②  ８月は実働日数も少なく変化もない。秋需に期待する。価格転嫁のタイミングが難

しい状況が続いている。 

 

一般形鋼 

① 本年５月以降、販売絶対量が少なく四苦八苦しているが、一日当たりの売上高、粗利

は徐々に回復してきている。とくに８月は、最悪だった５月よりも営業日数が１日少

ないが、５月の数字をクリアーしたのは心強く、来月に期待を抱かせる。 

② 秋口にはオリンピック関係の物件が出て来るのではないか。職人さんが不足して大変

だ。 

 

Ｈ形鋼 

① ８月の倉出しは減少し、日当たりは横這い。歯抜けサイズが出てきたが、タイト感

はない。土木物件も動き出しており、年末以降の物件は有るので、採算可能な販価

に転稼する。 

② 夏休み以降、市況が弱含みになっている感がある。需要は少し多くなってきている

が、売り先行の状況は変わっていない。メーカーの変化も感じられるようになり、

そろそろ潮目が変わることになればと思う。 
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異形棒鋼 

① ８月は夏季休業、長雨、台風の影響で、とくに在庫販売が不振であった。需要回復

の兆しはなく、厳しい環境が続く。 

 

平鋼 

① 秋の建築需要に期待が高まるが、足下の荷動きに変わりはない。小口、当用買い中

心で在庫の補充もない。スクラップは強含みではあるが、市中は荷動きが悪く価格

を押し上げるような雰囲気は全くない。 

 

軽量形鋼 

① 前月は上期の見通し通りの結果となった。山の日が制定されたことで大型連休とな

った現場が多く、休み前後ともに荷動きが悪かった。リオオリンピックも終わり、

東京オリンピックへの気運の高まりを期待する。 

② 一般店売りの商いの低迷が続いており、苦しい状況だ。 

 

鋼管 

① 日当たり出荷量は、７月末から増加傾向にあるが、分野に濃淡があり、相対的には

まだまだ低調である。 

 

構造用鋼 

① 店売りの状況は変わらず低調な動きで推移している。９月に入っても同じような感

じで動いている。 

② 需要動向については、自動車関連は比較的堅調な動きとなっている。建設機械関連

は、下期に小型機種が多少上向く傾向となっているが、多くは期待できない。工作

機械、一般産機は国内中小の設備投資が減少しており、しばらく続くと思われる。

店売りの荷動きは回復の兆しが見えず、低調な動きとなっている。市況は弱含み横

這い。在庫は適正水準が続いている。 

 

鋼材全般 

① ８月上旬から荷動きが低調。休み明けも台風の影響もあり動きが悪い。また、一部

メーカーの値上げが発表されたが、９月、１０月の荷動きも悪かった場合、転稼出

来るか心配。転稼が出来ずガマン勝負にならないよう、積極的にアナウンスを開始

する。 

 

その他 

＜スクラップ＞ 

① 国内メーカーは、巷で言われるほど積極的なスクラップ購入意欲は感じられず、９

月はむしろ値下げムード。 

 

 

＜金属表面処理加工＞ 

① ８月は物件物で難しい仕様のものが多く、売上増に貢献。スポットは計画以上の受

注となり、紐付き材も計画通りであったため高操業で推移した。９月以降も引合い

が多いことから、同様に数量、売上とも高レベルとなりそうである。 

 

 


